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事業の背景 

 人口の将来予測と住宅供給数 

住宅数・人口の推移と人口の将来予測 

住宅の過剰供給に拍車がかかる 
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事業の背景 

 余剰する住宅・成熟する社会 

住宅過剰供給による、住宅の効用の相対的な低下 

住宅に対する関心の低下 

限界効用逓減の法則 

一消費当たりの効用 

消費量・投入量 

投入の割に得られる 
効用が尐なくなる 
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事業の背景 

ライフステージの変化 

住宅の長寿命性 

結婚     子供の誕生     子供の成長     子供の自立     老後 結婚・・・ 

 住まい手のライフスタイル 

特定の住まい手像に特化しない可変性・柔軟性 

住まい手のライフステージの変化 
世帯構成の多様化 

100年以上の長寿命住宅 



ワセダライブハウス 



コンセプト 



ライブ 作ることを愉しむ 



ライブ 作ることを愉しむ 



ライブ 作ることを愉しむ 



ライブ 作ることを愉しむ 



ライブ 作ることを愉しむ 



ライブ 作ることを愉しむ 



ライブ 作ることを愉しむ 



リブ 手間を愉しむ 



リブ 手間を愉しむ 

①薪ストーブ 



リブ 手間を愉しむ 

②可動式間仕切り 

断熱間仕切り 蓄熱間仕切り 



リブ 手間を愉しむ 

③ファブリックスキン 



リブ 手間を愉しむ 

スケッチを挿入 

④屋上菜園 



ライフ 成長を愉しむ 



ライフ 成長を愉しむ 



ライフ 成長を愉しむ 



ライフ 成長を愉しむ 



ワセダライブハウス 



平面図 



ステージとバックステージ 



立断面図 



分解アクソメ図 

木造大型パネル 
＋ポリスチレンフォーム 



エネルギー 



省エネ 



季節によるセットチェンジ 



季節によるセットチェンジ 



創エネ 



アジア 

 
 

 
 

     解体・移築が容易 
         ↓ 
アジアへの進出が期待される 
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採用する技術 

住まい手が自ら環境を調整し、 

快適性を追求する動機を持ち、 

その方法を理解する仕組み 



採用する技術 三菱商事建材＋ミサワホーム 
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採用する技術 

 トリプルガラス＋ハイブリッドサッシ 

高度な断熱性の確保 
樹脂サッシ 

サーマルブレイク 
アルミ熱遮断樹脂 

アルミサッシ 

アルミ ＋ 樹脂 

Low-ガラス Low-ガラス 

空気層 
空気層 

屋外 屋内 
ガラス 

サッシ 

Low-E ＋ トリプル 

LIXIL、旭硝子 
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採用する技術 

 ファブリックスキン～ガラス～ブラインド の三層構造からなる躯体性能 

季節に応じたパッシブな自然換気と日射遮蔽で 

生活空間の変化を楽しむ 

ファブリックスキン 

夏期 

ガラス Low-E＋トリプルガラス 

ブラインド 半透明ハニカムスクリーン 

外 

内 

冬期 

多機能屋外カーテン 

遮光性＋断熱性 透光性＋断熱性 

冷房 
暖房 

屋外の
冷気 

旭硝子、ニチベイ、Onder de Linde 



採用する技術 
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 ファブリックスキンにおける未来の可能性 

金属膜コーティング 

発光 

発電 

スピーカー 

容易に更新が可能 



屋内空間の変化と環境の調整 
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採用する技術 

 断熱可動間仕切り、蓄熱可動間仕切り 

断熱間仕切り 蓄熱間仕切り 

間仕切りを 

シーンに応じて使い分ける 

潜熱蓄熱材 断熱材35mm 

シナベニヤ 

芯材 

加藤木材工業、カネカケンテック、JX日鉱日石エネルギー 
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採用する技術 

 衛生機能付き多機能家具 

生活コア集約による屋内空間の自由度向上 

メンテナンスの容易さ 

水周りの集約化 

パーツごとの更新・移動が可能 

大和通商 
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採用する技術 

間取りの変化に柔軟に対応 

輻射空調により、快適性の向上・冷房負荷の平準化 

潜熱蓄熱材を利用した輻射空調 直接冷房 切り替え 

 吹き出し輻射空調システム 

Panasonic、JX日鉱日石エネルギー 
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採用する技術 

 薪ストーブによる暖房システム 

用途に応じた 

環境調整 

暖房負荷の平準化に寄与 

 

床暖房 

・直接暖房 
・床暖房 
・輻射暖房 

余熱の有効利用 

エネルギーの地産地消 

給湯器付き薪ストーブ 

東京ガス、夢ハウス、JX日鉱日石エネルギー 
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採用する技術 

 薪ストーブと太陽熱給湯を組み合わせた給湯システム 

薪ストーブ 

太陽熱給湯と給湯機能付き薪ストーブの併用 

季節・天候に応じたエネルギー源の活用 

貯湯タンク 

エコジョーズ 

温水マット 

浴室・キッチン給湯 

屋外ユニット 

晴れの日や夏季に活躍 

悪天候の日や冬季に活躍 

集熱ユニット 

切り替えバルブ 

切り替えバルブ 

東京ガス、夢ハウス 
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採用する技術 

 IAQ制御機能を搭載した全熱交換器と外皮性能からなる換気システム 

新たな使用モデルを生み出し 

空調期間が大幅短縮する 

夏 

冬 

  

  
  

  

3層構造の躯体性能 

全熱交換器 

自然換気 

IAQ制御 

Panasonic 
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採用する技術 

 創蓄分離発電システム 

太陽光発電パネル 

分電盤 

蓄電池 

パワーコンディショナ― 

コンセント 

家電機器 

創蓄分離システムは安価に実現可能で、 
必要なときのみ接続し利用することが可能 

アジアや諸外国への展開可能性が向上 

太陽光発電 
＋ 

蓄電池 

Panasonic 
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採用する技術 

 照明制御による環境の見せる化と、一括節電スイッチ 

開口部付近の証明の色変化や点滅で住まい手の自然換気を促進 室内外温度差 

照明の色変化や点滅によって超過状況を住まい手に知らせる 電力消費量 

待機電力の削減に寄与 一括節電スイッチ 

フィリップス、エム・システム技研 

住まい手の省エネルギー行動を促す 

電子端末によるLED照明の制御 
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採用する技術 

 緑化・雨水利用 

食糧 

生ごみ等 
将来的に 
水の再利用 

排水減尐 

雨水タンク 

今後予想される水不足に対応可能 雨水利用 

食糧自給、コミュニティや楽しみの創出 屋上菜園 

屋上菜園 
手押しポンプ 

緑化・雨水利用によるライブな暮らしの創出 

山﨑産業 
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省エネルギー効果 ―THERB/Webプログラムによる計算― 

暖房 
1.3GJ 

基準値 20.1GJ 

冷房 
1.2GJ 

基準値 4.6GJ 

換気 
1.0GJ 

基準値 2.6GJ 

照明 
1.4GJ 

基準値 10.9GJ 

給湯 
10.1GJ 

基準値 17.2GJ 

家電 
3.2GJ 

基準値 16.4GJ 



-18.7  18.2  

71.7 

-30.0 -20.0 -10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

創エネルギー量 エネルギー消費量 
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省エネルギー効果 ―THERB/Webプログラムによる計算― 

 設計値18.2[GJ]で省エネルギー7割を達成 

 18.7[GJ]分の創エネルギーを見込み、ZEH達成 

省エネルギー基準値 

ワセダライブハウス設計値 
省エネルギー74.6% 

年間エネルギー消費量計算結果[GJ/年] 



53 

省エネルギー効果 ―THERB/Webプログラムによる計算― 

 THERBによる月別エネルギー消費量 

月別エネルギー消費量及び創エネルギー量 
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省エネルギー効果 

 DIVAによる昼光率シミュレーション 

南側居室で昼光率4%を達成 

 



基本設計 

協力事業者との積極的な関わり 
55 

教育・啓発・コミュニケーション 

 学生の教育・コミュニケーション 

学生会議 

建具工場見学 

性能検証 

初期提案   導入技術の検討   性能決定   基本設計   実施設計  施工 

自ら進んで話し合い、調査し、計画を練ることによる質の高い教育効果 

施工現場見学 製材工場見学 
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教育・啓発・コミュニケーション 

 ユーザーへの省エネルギー効果の促進 

  

「住まい方ハンドブック」の 
作成・配布 

Face Book による情報発信 

実証期間中 実証期間後 

「バックステージ」の見学 

実証期間前 

大学敷地内に移設 
（早稲田大学本庄キャンパス） 

継続的に実測を行い、 
研究成果を発表 
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将来的な普及・展開 

 国内における展開 

・縦にも横にも拡張することが可能 

・容易な解体と、構造体の再利用 

・ホームセンターと提携し、自宅の改修キットを販売 

 

空き家増加への対応、ライブな暮らしの普及 

縦への拡張 横への拡張 
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将来的な普及・展開 

 アジアへの展開 

大型パネル工法の審美性と、柔軟性、安価な価格での施工により競争力を確保 

 

 

 

CLT工法、2×4工法等で住宅をアジアへ輸出 

 …大壁ではアジア住宅本来の開放性や柔軟性に欠ける 

欧米の住宅事業 

日本の訴求力 

①ジャパンブランドとして展開 
・日本の木材を利用 

・木造軸組、真壁現し独自の審美性 

 

②フレームのみで展開 
・平米あたり2～3万円（1坪約10万）程度と安価 

・現地インフィルを組み合わせる柔軟性 
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実施体制 

基礎 
躯体 
工事 

環境メディア 

高口洋人 

発注：早稲田大学 

意匠設計 

小林惠吾 
環境工学 

田辺新一 

学生ワーキンググループ 

細海拓也一級建築士事務所 

設計・施工監理サポート 

協力事業者 

電気・給湯・排水・換気 
設備工事 

内装・建具工事 
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実施設計図書作成協力、施工管理業務協力、発注統括、施工 

三菱商事建材㈱＋ミサワホーム㈱  

週1定例会議 

月1定例会議 
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進捗 

4/1 早稲田大学エネマネ2015プロジェクト始動 

5/14 応募書類提出 

7/6  各ワークグループ立ち上げ 

7/6  確認申請書類提出 

学生と企業によるワークグループ 
 
躯体・外装WG 
電熱源WG 
設備コアWG 
見せる化WG 
記録・広報WG 
緑化WG 
デザイン調整会議 
省エネWG 

学生会議(週2) 
協力企業会議(月1) 



＜学生の主な作業プロセス＞ ＜施工プロセス＞ 
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今後のスケジュール 

9/7  木造大型パネル制作 

9/24 施工開始 

8月下旬  熊野市で材木切り出し 
大黒柱祭開催 

8月上旬  実施設計、施工図完成 
各企業へ発注開始 

10/17 展示開始 

11月上旬 ワセダライブハウス移築 

10/23 検証開始 

省エネルギー計算見直し 

設備モックアップ製作 

屋上菜園の植物育成 

見せる化設備の製作 

チラシ・パンフレット作成 

プレゼン準備 

実測計画の検討 

学生会議(週1) 
協力企業会議(月1) 




